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｢インターＫＸ減価償却 Ver.11.0｣での対応内容についてご案内致します。 

  

1.プログラムについて 

データ移行対象バージョン・・・Ver.9.0以降 

上記のバージョンからデータ移行が可能です。 

■Ver.8.1 より前のバージョンをお使いのお客様 

現在お使いのデータは移行できませんので、新規に入力してお使いください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.システムの対応内容 

Ver.11.0 で対応する内容は、次のとおりです。 

1．別表十六(八) 項目名の変更（様式改定対応） 
別表十六(八) 一括償却資産の損金算入に関する明細書の様式変更により、項番 5 の項目名「当期 

損金算入額」を「当期損金経理額」に変更しました。 

2．会社基本情報 画面の改善 

・基本情報に会社種別「法人/個人」を表示します。 

・償却資産申告書共通の「住所」欄、「氏名」欄などの名称を償却資産申告書の出力項目に 

 あわせた名称に変更しました。 

3．運用方法画面のタブ対応 
会社基本情報の運用方法画面を、設定内容ごとに整理・分類し、「計算設定」「資産・リース

設定」「帳票設定」タブによる画面切り替えに変更しました。 

また、「会社別環境設定」を廃止して、運用方法画面内に統合しました。 

4．資産一覧変更画面からの新規登録、資産コピー登録に対応 
・資産一覧・変更画面に＜新規＞を追加し、一覧画面からも新規資産登録ができるように 

対応しました。            （※リース物件も同等機能追加） 

・資産一覧・変更画面に＜コピー＞を追加し、指定した資産データの内容をコピーして新規 

資産登録ができるように対応しました。 （※リース物件も同等機能追加） 

（画面イメージ）  

5．種類別明細書用の摘要の設定に対応 
資産登録画面の＜償却資産設定＞に、種類別明細書の摘要の設定項目を「増加資産・全資産用」

「減少資産用」それぞれ新規追加しました。 

 

｢インターKX減価償却 機能アップ版 Ver.11.0 概要｣ 

連動可能な法人税システム 
法人税システム 平成 20 年度版以降が連動可能です。 

連動可能な所得税システム 
所得税システム 平成 20 年以降が連動可能です。 

概要のバージョンの表記について 

「Ver.11.0」のように小数点以下 2 桁目は省略して

記載しています。正確なバージョンはシステム起動後

の［ヘルプ］-［バージョン情報］で確認できます。

電子申告プログラム ＜2010 年 1 月上旬公開＞ 
平成 22 年 1 月申告の固定資産税用電子申告プログラムは、2010 年 1 月上旬リリースしました。
固定資産税の電子申告を行う場合には、必ず、今回の Ver11.0 にバージョンアップが必要です。
また、「電子申告ダウンロードパック」商品の購入が必要です。 
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6．リース機能の拡張 

①タブメニューにリース関係のタブを追加 

 リースに関係する内容を「リース」タブにまとめました。 

②リース物件登録画面の変更 

・「支払区分」「残価保証額」「年利子額」「解約年月日」を追加しました。 

 ・一部、項目名称や選択リストの表示項目を追加、変更しました。 

③リース月額計算機能の対応 

リース料などを月度単位で参照・設定できる「リース月額設定」画面を追加しました。 

リース物件登録画面の＜月次＞で起動します。 

④リース物件管理帳票の新規追加 

・「管理帳票」メニューの「リース物件等一覧表」を廃止し、新たに「リース物件台帳」を 

追加しました。 

・オペレーティング・リースの未経過リース料を 1 年以内と 1 年超に区分して出力するよう

対応しました。 

・固定資産台帳の出力条件に準じた指定に変更しました。 

・経費項目(営業外費用、製造原価、販管費、必要経費算入額)に対する内消費税の出力に 

 対応しました。 

⑤月次リース料明細書の新規追加 

リース月額設定画面の設定内容を確認できる「月次リース料明細書」を新規追加しました。 

7．減価償却資産の登録に関する変更点（リース定額法の場合） 
・「償却方法：リース定額」の場合、資産登録画面の「取得年月日」の名称を「契約年月日」

に置き換えるよう対応しました。 

・「償却方法：リース定額」の場合、事業供用日だけでなくリース契約日から減価償却を開始

できるよう対応しました。 

8．システム起動時の「今回の変更点」画面の起動後の変更 
減価償却システム起動時に、「今回の変更点」（機能アップ等の解説資料）を自動起動する

ように対応しました。 

9．電子マニュアルの対応 
PDF 化したマニュアルをプログラムから開くことができるように対応しました。 

会社選択・登録画面の右下に＜マニュアル＞ボタンを追加しました。また、メニューバーの 

「ヘルプ」の右側に「マニュアル」と、ツールバーに＜マニュアル＞ボタンを追加しました。 

10．ターミナルサービス対応について 
Windows Server 2003／Windows Server 2008 のコンピューターをターミナルサーバー

にして、リモートデスクトップ接続により減価償却システムを利用することができるようにな

りました。 

 


